
子どもたちが読んでいる本を紹介しあったり、読み聞かせをしたり、全員が本について考え、

自分の意見、感想を述べる集会活動です。

第２回目の１７日には、図書委員が「おじいちゃんのごくらくごくらく」を読み聞かせしま

した。一緒にお風呂に入ると、「ごくらくごくらく」と笑っていたおじいちゃんが入院してし

まうお話ですが、そらさんが、自分のおじいさんのことを思い出して、その経験をもとに感想

を発表しました。たいへんすばらしいことです。

このように、体験がある子は、本を読んだときにその状況が想像できるため、読み取りが深

くなるということはよくあります。また、体験だけでは深まらなかった心情が、読書によって

さらに深まることもあります。

読書と実体験は、相乗的に子どもの心を育ててくれると思います。特に感性豊かな子ども時

代には、どちらも大変重要なものです。どうぞ、読書、体験活動さらには、家族のコミュニケ

ーションの機会をたくさん与えてやってください。

親子読書日記６月
今月も親子読書にご協力いただき ありがとうございました。

６年生は、だんだんむずかしい本や長いお話の本を読むようになってきましたので、一緒に読

めない場合は、感想などを聞いてやり、進んで読んでいることを褒めてください。
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